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研究成果の概要（和文）：デジタルコンテンツの簡便な作成を可能とするオーサリングシステム

を試作し、いくつかの展示コンテンツ作成に試用し、有用性を確かめることができた。残念な

がら配布可能な形にシステムをまとめられていないが、これからの電子コンテンツの作成を支

援するシステムの骨格はほぼ整った。 
 
研究成果の概要（英文）：An experimental digital content authoring system is developed and 
is applied for making some contents for special exhibition in our museum. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２０１０年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

２０１１年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：時限 
科研費の分科・細目：博物館学 
キーワード：博物館情報システム、デジタルコンテンツ、オーサリング 
 
１．研究開始当初の背景 
代表者は、歴史系博物館に勤務する「博物

館情報システム学」の専門家として、1994
年の着任以来、「博物館資料の記録・保存・

活用のための情報技術的研究」をテーマに、

情報処理技術および色彩工学をバックグラ

ウンドとして、研究活動を行なってきた。ま

た、勤務する国立歴史民俗博物館の常設展示

および企画展示における情報コンテンツの

作成および来館者への提供について、企画立

案・システム設計・コンテンツ作成等を手掛

けてきた。 
主なところでは、2000 年に「超大画像自

在閲覧システム」を開発し、展示資料の高精

細でかつ大型の画像（例：380x180mm 大の

屏風一双（２枚組）を実解像度 480dpi でデ

ジタル化して得た約 200、000×50、000 画素

の画像）から、超大画像コンテンツを作成し、

来館者がどの部分でも望みの縮尺で資料画

像を閲覧することができるようにし、また、

表示画面に応じてもっとも適切な解説を表

示するようにした。（次頁図１を参照。） 
これまで 20 を超える資料の超大画像コン

テンツを作成し、企画展示やイベント等に活

用している。2007・2008 年度に代表者が受

けた科学研究費補助金（基盤研究(C)「博物館

資料の超精細画像の保存活用のための画像

フォーマット及びビューワに関する研究」で 
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図１ 超大画像自在閲覧システム 

 

は、ライセンスフリー（プログラムソース付

き）で Web ブラウザに組み込んで使える超

大画像自在閲覧システムを開発した。これは

2009 年 2 月に開催される「錦絵はいかにつ

くられたか」において、高精細錦絵画像の来

館者向け閲覧システムとして利用された。 
本研究を申請するに至った直接の動機は、

2006・2007 年度に、当館の第３展示室（常

設）のリニューアルに伴う情報コンテンツの

制作に関わり、28 台のタッチパネル情報端末

の上に、87 の番組、のべ 1700 画面分のコン

テンツを、７名の補助業務者と協力して１年

がかりで作成を行ったことである。（図２を

参照。）通常であれば展示業者等に委託して

開発させる大規模コンテンツを、自力で作成

することになった理由は、もちろん経済的な

側面（コンテンツの制作コストをなるべく低

く抑えるため）もあるが、展示の企画段階で、

展示を担当する歴史研究者が自らの手で情 

 

 

 
 

 
 

 
図２ 第３展示室情報コンテンツ 
 



 

 

報コンテンツの制作を行うことが想定され

ていたことにもよる。そのため、情報コンテ

ンツ作成のためのオーサリングシステムが

2005 年に設計され（これは館内の別の専門

家が行った）、2006 年度にシステムの制作業

務を業者発注により行った（ここは代表者が

担当した）。しかし出来上がったシステムは

複雑なものとなり、訓練された補助業務者が

利用することはできたが、歴史研究者が自ら

コンテンツを制作する、というものにはなら

なかった。また、コンテンツの作成は、歴史

研究者からの原稿、協力機関等からの写真や

動画の提供など、材料となるデータがそろっ

て始めて作成にとりかかることができるが、

スケジュールの都合でこれらのデータの到

着が遅延し、短い時間に集中してコンテンツ

を作成することを強いられた。開発したオー

サリングシステムはひとつひとつのコンテ

ンツを細かく作りこむことには向いていた

が、作業全体を統括する仕掛けがなかったた

め、たとえば用語を統一するなどの作業に著

しく手間取ることとなった。 
このことから、博物館で利用される大規模な

情報コンテンツの作成業務を具体的にどう

すすめていくかについて、きちんと研究を行

うべきであると確信するにいたった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、学芸員（博物館業務に携わる職

員）が自らの手で、博物館の展示および研究

に資するデジタルコンテンツを開発しよう

とするとき、なるべく簡便にコンテンツを開

発できるようにするために必要な作成技法

についての方法論を確立し、実際に開発支援

ソフトウェアを構築してまとまった単位の

デジタルコンテンツを実際に作成し、評価を

行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
代表者が大規模情報コンテンツの作成経

験によって得た、大量の博物館向け電子コン

テンツを作成するための開発支援ソフトウ

ェアに求められる要求要件は、下記のように

要約できる。 
（１）通常のワープロソフトのように、１つ

づつのコンテンツを対話的に個別に作成す

るツールは、大量なコンテンツを作成する場

合はかえって作業の効率を悪くするという

こと。デザインの段階では対話的なツールは

有効であるが、統一されたデザインに従って

コンテンツを作っていく時は、コマンドに従

ってデータを処理するバッチ処理による作

業の方が、かえって誤りなく作業をすすめら

れること。当初、作業者の教育の問題が懸念

されたが、手順が決まれば、対話的なツール

よりもバッチ処理の方が効率よく作業して

もらえることもわかった。 
（２）コンテンツの構造をいくつかにパター

ン化することで、デザインのための対話ツー

ルについても、適切なものが作成できる見通

しを得たこと。第３展示室電子コンテンツの

作成にあたって業者に作らせたオーサリン

グツールは、盛りだくさんの機能を要求した

結果、操作が複雑になり、かえって作業者の

教育が困難であった。これは、オーサリング

ツールの設計時点で、作成する電子コンテン

ツの構造が必ずしも明晰ではなかったこと

による。しかし最終的に出来上がった 80 余

の番組は、１）自由に見る、２）ポイントを

見る、３）ストーリーで見る、４）動画を見

る、の４パターンに大別することができ、利

用者を混乱させない意味でも、さまざまな構

造のコンテンツが混在しているよりも、定型

のパターンを導入した方が、内容の理解に集

中できることが確かめられた。 
（３）ハードウェアやソフトウェアの寿命に

考慮した設計が必要であること。コンピュー

タやタッチパネルモニタの寿命は数年であ

り、またオペレーティングシステムや情報ブ

ラウザのバージョンアップも数年に１度の

ペースで行われる。10～15 年使い続けられ

る展示にあっては、定期的な交換を前提とし

て、装置の交換に伴うコンテンツの導入処理

をいかに自動化するかや、コンピュータ環境

の変化に強いソフトウェアの選択などを考

慮する必要がある。 
本研究は、研究期間として３年を設定し、

下記の目標を達成することをめざした。 
①あらためて第３展示室の情報コンテンツ

の作成経験を振り返り、博物館における情報

コンテンツの汎用的なパターンを見出すこ

と。 
②バッチ処理によるコンテンツの一括作成

のメカニズムを確立すること。インターフェ

イスとしては Excel 等の表計算ソフトを利用

し、ソフトウェア操作の習熟に費やされるコ

ストを軽減するとともに、データを書き込ん

だシートをそのまま印刷すれば、作成したコ

ンテンツの記録文書とすることができるよ

うにする。業務の引き継ぎや業者に委託など

では、きちんとした記録の存在が労力の削減

に大きく寄与するからである。 
③実際に開発支援ソフトウェアを開発し、第

３展示室の情報コンテンツをそのままテス

トデータに用いることによって、大規模情報

コンテンツの作成に耐えうることを実証的



 

 

に確かめること。 
④開発したソフトウェアをライセンスフリ

ーとし、利用を希望する人に広く提供するこ

と。 
 
４．研究成果 
●2009 年度の成果 

2 つの研究目標のうち、目標１について、

第 3展示室の情報コンテンツの作成に携わっ

た歴史研究者（本館教員を中心に）および補

助業務者へのヒヤリングを実施し、それぞれ

のコンテンツについて、作成したときの状況

や問題になった点などを調査した。 
洛中洛外図屏風甲本公開（2009 年 10 月 31

日～11 月 15 日）に電子コンテンツを出展し

た。 
年度末（2010 年 3 月）にリニューアルし

た本館第 6展示室のデジタルコンテンツにつ

いて、業者が作成したデータのチェック作業

を担当したが、あらためて、博物館における

まとまった量のデジタルコンテンツを限ら

れた時間で作成する際の問題点を認識させ

られることとなった。すなわち、コンテンツ

の品質を一定に保ち、実際にデータを作成す

る業者と、内容に責任をもちチェック作業を

実施する博物館との間のスムーズな連携作

業を行なうために開発支援ソフトウェアが

果たす役割の重要性についての認識をあら

たにした。 
●2010 年度の成果 

オーサリングシステムの簡単な試作版を

用いて、企画展示「武士とはなにか」（2010
年 10 月 26 日～12 月 26 日）における川路聖

謨一代記の閲覧コンテンツの作成を試みた。

このほか、人間文化研究機構連携展示 「ア

ジアの境界を越えて」（2010 年 7 月 13 日～9
月 12 日）ならびに洛中洛外図屏風甲本公開

（2010 年 10 月 26 日～11 月 7 日）に電子コ

ンテンツを出展した。 
本研究の下地となっている、当館第3展示

室における情報コンテンツの作成事例につ

いて、画像電子学会画像ミュージアム研究会

で発表する機会を得た。発表をまとめる過程

で、あらためて今回の研究に係るコンテンツ

開発支援システムの仕様について考えを整

理し確信を深めることができ、間接的ではあ

るが、研究の発展に寄与した。 
年度の後半には、2011 年度に始まる第 4

展示室の展示造作工事に向けて、情報端末お

よび情報コンテンツの最終的な仕様を決定

する作業を行った。本研究におけるコンテン

ツ開発支援システムの設計思想をいかした

仕様策定を実施することができた。とくに、

情報コンテンツの柔軟かつ自動的な更新を

可能にする仕組み、コンテンツ閲覧中に自由

に表示言語を切り替えられる仕組み、コンテ

ンツの閲覧途中で放置された端末の自動復

旧、ウイルス検知駆除ソフトの更新を保ちつ

つ、可能な限り端末のインターネット直接接

続を制限する方策、など、汎用のパーソナル

コンピュータを博物館の情報端末として転

用するときに必要となる諸技術に関する知

見を盛り込むことができた。 
●2011 年度の成果 

本館で開催された企画展示のうち「侯爵家

のアルバム」（2011年3月1日～5月8日）およ

び「風景の記録」（2011年11月8日～2012年1
月15日）において、コンテンツの作成過程に

開発中のシステムを適用する形で、システム

の開発と改良を逐次的にすすめた。この他、

「洛中洛外図屏風と風俗画」（2012年3月27
日～5月6日）の電子コンテンツの作成に参画

した。また他館行事への協力として、カナダ

文 明 博 物 館 で 開 催 さ れ た 「 JAPAN: 
Tradition.Innovation.」（2011年5月20日～10
月10日）、ならびに韓国国立中央博物館で開

催された「文字で分かる古代人の暮らし」（

2011年10月5日～11月27日）に電子コンテン

ツを出展した。このほかにも依頼を受けてい

くつかの研究機関に供与する電子コンテン

ツの作成に従事した。 
●全体のまとめ 
 オーサリングシステムを試作し、いくつか

の展示コンテンツ作成に試用し、有用性を確

かめることができた。現時点では、残念なが

ら配布可能な形にシステムをまとめられて

いないため、外部の専門家による評価を実施

することはできていないが、これからの電子

コンテンツの作成を支援するシステムの骨

格はほぼ整った。今後の業務を通じてシステ

ムの熟成ならびに汎用化（外部に配布可能な

システムへまとめあげること）に磨きをかけ

ていきたい。 
また、本研究活動の間接的な効果として、

2012 年度末にリニューアルオープン予定の

第 4展示室における電子コンテンツ提供シス

テムの設計ならびにコンテンツ作成の業務

について、本研究の知見を活かしてより質の

高い仕事を行うことができたことを特に記

したい。 
 
５.主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔学会発表〕（計１件） 
鈴木卓治: PowerPoint を用いた外部機器と
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の連携をともなう展示用電子コンテンツの 
作成事例、 画像電子学会第９回画像ミュー

ジアム研究会予稿集、 pp。15-22(2011-2)。 
〔その他〕 

以下の企画展示において、開発中のオーサ

リングシステムを直接利用した情報コンテ

ンツを作成し利用者に供した。これらはいず

れも大量の写真群に解説を加えたものから

なり、オーサリングシステムの利用による作

業の省力化・効率化を最も実感できる例とな

っている。 

（１）風景の記録－写真資料を考える－

（2011/11/8～2012/1/15）…石井實写真コレ

クションの閲覧コンテンツ 
（２）侯爵家のアルバム－孝允から幸一にい

たる木戸家写真資料－（2011/3/1～5/29）…

木戸家アルバム写真の閲覧コンテンツ 
（３）武士とはなにか（2010/10/26～12/26）
…川路聖謨一代記の閲覧コンテンツ 
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